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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本において創生・継承されてきた「生活者主体の地域づくり」に資する「地
域資源」の調査・探究に基づいて、それらを集積し、今日にいかにして創造的に展開し実践していくかを、デザイン学
の観点から具体的に考究・提示することを目的としたものである。公的機関・生活者らとの協働に基づき、地域資源の
集積を図るとともに、いくつかの生活創生の支援活動の実践を通して、その原理と指針を明確化した。とりわけ、2D/3
Dデジタル造形技術を用いた地域の歴史的造形資源の取得・蓄積・利活用は、歴史的遺産の保存のみならず、地域の活
力を支える資源としての価値を有することが確認された。

研究成果の概要（英文）： This research aims to consider and propose method for data collection, 
accumulation and creative utilization of regional resources which have been created and succeeded in 
regions by residents, and propose to use them creatively for endogenous regional development in future, 
from standpoint of design science. Under support by municipalities and residents, we collect regional 
resources and accumulate them and consider how to use them. Especially we collected and accumulated 
regional resources such as 2D/3D digital data of historical modeling resources in Chiba Prefecture and 
consider the ways to use them as regional resources by residents themselves. As a result, it was 
clarified that to collect and accumulate 2D/3D modeling digital data of historical design resources is 
important and that gives good opportunities for the residents to rise their interests to them and will to 
use them and develop their living by themselves.

研究分野：デザイン学

キーワード： デザイン　地域資源　生活者主体　内発的発展　歴的造形資源　伝統的工芸　生活　文化
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１．研究開始当初の背景 

 今日、世界中のあらゆる国・地域において、
近代化の波が押し寄せている。利便性が高く
物質的・経済的に豊かな生活を、万人が享受
できる機会が得られつつあるものの、その反
面で、さまざまな問題が顕在化している。と
りわけ、「環境破壊」や「地域文化の喪失」
といった社会問題は、人びとの「生活づくり」
の支援を担う「デザイン」領域における重要
な検討課題である。 

 なかでも、後者の地域文化の喪失は、重要
かつ喫緊の課題であるにもかかわらず、一般
的には認識されにくいことから、人知れず進
行してしまう場合が少なくない。それゆえに、
これまで看過され、長い年月をかけて構築さ
れ継承されてきた生活文化が急速に消失す
る危機を迎えている国・地域がみられる。 

 今日、生活者が、自らが生活する地域の特
性を知り、それらの利活用に参与することを
通して生活づくりの担い手となる内発的発
展への要求はますます高まっている。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、日本において創生・継承されて
きた「生活者主体の地域づくり」に資する「地
域資源」の調査に基づいて、人びとの生活を
支えてきた原理と指針を明確化するととも
に、それらを今日にいかにして創造的に展開
し実践していくかを、デザイン学の観点から
具体的に考究・提示することを目的としたも
のである。 

 本研究における「地域資源」とは、生活者
自身が「生活づくり」を展開するために活用
してきた諸要素を指す。すなわち、生活者自
らが、与条件としての周囲の環境に積極的に
関わりつつ、それらの徹底的な観察と適度な
利活用に基づいて形成してきた生活の仕方
とその基盤となる物質である。換言すれば、
生活者が「ブリコラージュ」に基づいて形成
してきた生活文化の諸要素が含まれている。
それゆえ、本研究において、「地域資源」と
は、造形物にみられる物質的な側面はもとよ
り、地域の説話やものの利活用方法の智恵と
いった非物質的な側面を含むものとした。 

※ブリコラージュ：生活者自身の関心に基づ
き、生活者自身のが、身の回りの「ありあ
わせの」もの・ことを、ものづくり・生活
づくりに活用すること。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、研究代表者らとすでに密接な
協力関係が築かれている日本の各国・各地域
を主な対象として、各地域の公的機関・民間
団体・生活者、ならびに、内発的地域振興の
研究者・実践者らとの協働に基づき、これま
で創生・継承されてきた「生活者主体の地域
づくり」に資する「地域資源」の調査・探究
を行った。それらを集積するとともに、いく
つかの生活創生の支援活動の実践を通して、
その原理と指針を明確化した。実施した事項

は、主として以下の３つである。 
(1) 千葉県における歴史的造形資源の集積と

活用方策の検討 
(2) 陶磁器産地・鹿児島県姶良市における薩

摩焼「龍門司焼」における生活環境形成 
(3) アジアにおける地域資源の集積と解析 
 
４．研究成果 
(1) 千葉県における歴史的造形資源の集積と

活用方策の検討： 
 日本各地には、長い歴史のなかで、人びと
が、生活のなかで創出してきた造形資源が数
多く残されている。しかしながら、それらの
多くが、維持・継承の手立てがなく消失の危
機にあるものが少なくない。それらの造形資
源は一度消失してしまうと復活が困難であ
り、地域資源としての認識とそれらの集積と
有効な活用方策の導出が待たれてきた。本項
目においては、デジタル造形技術に着目し、
重要な地域資源である歴史的造形物につい
て、デジタル造形データを取得するとともに、
それらの集積・活用を試みた。こうした状況
は、千葉県においても例外ではなく、本項目
は千葉県において実施することとした。 
 
①木彫の造形の 3D デジタルデータの取得・
集積・活用： 

 本取り組みにおいては、千葉県下に存在す
る木彫に代表される歴史的造形資源に着目
し、それらの造形の 3D デジタルデータの取
得・集積を行った。また、集積したデータを
活用して、地域の歴史的造形資源の共有化を
図る手立てを案出・施行し、地域資源の共有
化に資する有効性と今後の展開を検討した。 
 本研究においては、概ね、以下の歴史的造
形資源を取り上げた。 
・千葉県山武市川崎に位置する宝聚寺におけ
る仏像の 3D デジタル造形データの取得・
集積・活用 

・千葉県南房総市千倉に位置する小松寺にお
ける仏像等の各種文化財の 3D デジタル造
形データの取得・集積・活用（図 1） 

・千葉県館山市金蓮院所蔵の初代・後藤義光
の木鼻獅子等の 3D デジタル造形データの
取得・集積・活用（図 2～4） 

 それらを共有化するため、以下を実施し評
価を得た。 
・3D アーカイブデータ閲覧ソフトウェアの
制作と評価： 

 3D デジタルデータを閲覧するためのソフ
トウェアの制作と評価を行った。仏像資源を
例に取り上げ、「仏像 3D アーカイブ」と命名
した閲覧ソフトウェアを試作し、千葉県立博
物館大多喜分館等において、来場者を対象と
して試用してもらい、その効果を質問紙調査
によって把握した（図 5）。その結果、地域の
歴史的造形物の 3D 画像を目にし操作するこ
とを通して、仏像への関心を高めることはも
ちろん、所蔵寺院や地域そのものにも関心を
高めることが判明した。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・出力モデルの利活用： 
 取得した 3D デジタルデータを利活用した
地域の歴史的造形資源の共有化の試みとし
て、以下を実施した。 
 たとえば、仏像の手部のみを 3D プリンタ
ーで出力し、来訪者にそれらに直接触れても
らうことで、仏像に対する関心を鼓舞する試
み「手展」を、千葉県南房総市の位置する小
松寺にて施行した。その結果、展示に対する
質問紙調査の回収数は 130 件であり、「仏像
手部の模型を閲覧し、手で触れたことにより、
仏像の新たな魅力を感じたか」「展示から仏
像への親近感が湧いたか」「今後も仏像に対
し、このような 3D 技術を用いた試みを行っ
ていくべきだと思うか」といった各質問に対
し、およそ９割の来場者から賛同を得た。 
 また、安房の彫工・初代後藤義光の木鼻獅
子や小松寺の仏像の 3D デジタルデータをデ
ータ上で縮小・加工し 3D プリンターで出力
した製品展開への試みを行った。小松寺にお
ける展示・質問紙調査の結果、歴史的造形資
源の 3D プリントしたものに触れることで、
地域の生活者が地域の造形に関心を高め、自
ら日々の生活に導入するきっかけとなる可
能性が高いことが確認された。また、とりわ
け、当該地域の工芸品である金工の技術との
親和性が高いことが明らかとなった。 

②伝統的型染の型の 2D デジタルデータの取
得・集積・活用： 

 本項目においては、千葉県の伝統的工芸の
型染めである「万祝」の型紙の 2D デジタル
アーカイブ化を試みた（図 6）。千葉県には、
人びとの生活のなかで創出された型染め衣
装である「万祝」の文化創出されてきた。し
かしながら、今日、急速な近代化のなかで消
失が進み、その製品や型紙の多くが未活用の
まま地域の博物館に収蔵されている。それら
の未活用の歴史的造形資源の 2D デジタルデ
ータを取得しデジタルデータで保存・集積す
るとともに、包装紙やランプシェードのデザ
インとして活用するための方途を見出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③口伝資源の集積と活用： 
 各地に存在する説話等の口伝資源も重要
な地域資源である。しかしながら、口伝であ
るがゆえに、急速な生活様式の変容に見舞わ
れている今日においては、大きな消失の危機
を迎えているといっても過言ではない。 
 本取り組みでは、千葉県南房総市千倉町に
位置する小松寺における説話『小松寺の七不
思議』の動画を制作し、共有化する取り組み
を行った。 
 本取り組みにおいては、動画への展開を通
して、『小松寺の七不思議』という無形資源
の顕在化と関心の向上を図ることができた。 
 
④まとめ： 
 生活者主体の地域づくりのデザインに資
する地域資源の集積と活用方策の利点とし
ては、以下が挙げられる。 
・これまで潜在化してきた地域の造形資源が
無劣化のデジタルデータとしてアーカイ
ブ化がなされる。 

・2D/3D デジタルデータは、活用可能なデー
タであるだけに、歴史的造形資源に適応す
ることで、潜在化が進む伝統的・歴史的な
「ものづくり」文化の再認識・共有化する
ためのツール作成や各地域において衰微
する傾向にある「ものづくり」の支援へと
結び付けることができる。 

 また、特に、3D プリンターにみられる「付
加製造技術」による製造によって、これまで

  
左：図 1. 千葉の歴史的造形資源である仏 
     像の 3Dscan (VIUScan 利用) 
右：図 2. 千葉の彫工/後藤義光の木鼻獅子 
     の 3Dscan (VIUScan 利用) 
 

   
左：図 3. デジタルデータの修復の様子 
右：図 4. 後藤義光作・獅子の 3D データ 
 

 
図 5. 「仏像 3D アーカイブ」操作画面 

 
図 6. 千葉県における伝統的型染「万祝」

の型紙と 2D デジタルデータ 



大量生産品に用いられてきた型の製造の過
程で生じてきた造形の改変・劣化が避けられ、
実物により近い造形を生活者が目にしたり
手にしたりする機会を創出することができ
る。このようにして、歴史的造形資源をデジ
タルデータによって収集・集積するとともに
活用方策の検討を行うことは、地域資源の活
用の幅を広げ、地域の活力を支援する可能性
が高いことが確認された。 
 また、他にも、上述の一連の取り組みを通
して、以下の効果を確認することができた。 
・研究者や学生らが地域に出向き、かつ、地
域資源とかかわることで、当該地域の活性
化が促される。 

・研究者や学生が歴史的な造形に触れること
で、先人の残した優れた造形に直接接する
機会を創出する。 

・実践活動を通して、研究者や学生たちが
2D/3D 機器やソフトウェアへの習熟を高
める。 

 本研究課題の成果は、本研究の最終年度で
ある平成 27 年度には、「千葉大学公開講座」
において同課題を取り上げ、千葉県民の間で
共有するための活動を行った。同講座の質問
紙調査の結果においても、本取り組みはきわ
めて高い評価が得られたことから、歴史的造
形資源のデジタルアーカイブ化とその利活
用の展開は、今後の地域振興に大いに寄与す
るものと思われる。 
 なお、千葉県、特に南房総地域には、「波
の伊八」として知られる武志伊八郎信由、「後
藤義光」として知られる後藤利兵衛橘義光ら
が残した優れた木彫物が数多く存在してい
る。しかしながら、管理者が不在のままいわ
ば野晒しの状態で放置されているものが少
なくなく、早急に保存・継承の対策が求めら
れている。本研究において把握した手法に基
づき、保存・継承を行うことが可能である。
今後、貴重な文化遺産・地域資源である造形
資源の 2D/3D デジタルデータの取得・収集・
利活用を敢行していく予定である。 
 
(2) 陶磁器産地・鹿児島県姶良市における薩

摩焼「龍門司焼」における生活環境形成： 
 今日、陶磁器産地においては、制作の過程
で生じた陶磁器の廃材・端材を、「ものはら」
と称される場所に廃棄・投棄するのが一般的
である。しかしながら、それらの当該地域の
材料、当該地域の技術を用いて制作された資
源の一部であり、本取り組みでは、それらの
利活用を通して、地域の生活者自らが地域の
環境創生に寄与するための取り組みを行っ
た。それが、陶片を砕き、生活を彩る素材と
して活用する「陶片モザイクアート」と命名
したワークショップである。同ワークショッ
プの実施ならびに質問紙調査の結果、主とし
て以下のことがらが判明した。 
・たとえ廃材・端材であっても、地域で産す
る材の利用は、生活者のものづくりへの関
心を引き出すと同時に郷土愛を呼び覚ま

す可能性に満ちている。 
・上述に基づき行う「ものづくり」で、生活
者は、さらに自らとさまざまな地域資源と
の結びつきや地域の成り立ちなど、さまざ
まな「こと」に対する関心を生み出すこと
となる。 

・上述の過程を経て、生活者自身が生活創生
に関与するために必要な「想像欲」「創造
欲」が喚起され、主体的な地域の生活創造
活動への参加意欲が鼓舞される。 

・こうして鼓舞された地域における生活創造
に参与する生活者の関心はきわめて高く、
当該地域の材を活用した参加型の施策を
設定することで、地域資源の利活用とそれ
に基づく生活空間の創生が持続的に図ら
れることが期待できる。 

 できあがった作品群の公共空間への掲出
は、これまでのような一度構築されると変化
の乏しい固定的な生活空間ではなく、地域住
民が積極的に参加しつつ、代謝・成長する生
活空間の創出を示唆するものとなった。 
 総じて、筆者が試みたワークショップは、
地域の陶器のつくり手と使い手が、「ものづ
くり」「ことづくり」を協同作業で担い、当
該地域ならではの生活文化創生を実践して
いく可能性を開いたといえよう。 
 生活者自らが生活創造の実践に取り組む
機会を創出することは、「ブリコラージュ」
に基づき、当該地域の地域アイデンティティ
をより強固なものとして確立するとともに、
いわば「もうひとつの発展」としての維持可
能性を高めることにつながるといえる。その
達成には多大な時間を要するものと思われ
るが、今こそ、生活者の「生活創造力」を引
き出す手立てを、いずれの地域においても見
出そうとすることが重要である。 
 
(3) アジアにおける地域資源の集積と解析： 
 地域文化の喪失は、もはや日本のみの課題
ではない。このことを鑑み、本研究において
は、アジアにおける生活者主体の地域づくり
のデザインに資する地域資源の集積と活用
方策の検討を行った。主な取り組みは、以下
のものがある。 
・台湾大甲藺工芸産業の歴史的資料の収集と
解析 

・中国湖南省江永県地域における「針線活」
における歴史的資料の収集と解析 

・中国黒竜江省ハルビン市における「中国式
西洋建築」における装飾データの収集と解
析 他 

 各地域のアイデンティティともいえる伝
統的生活文化、とりわけ、「ものづくり」の
文化は、日本のみならず、各国・各地域で急
速に衰退する傾向にある。上述の国外におけ
る調査・研究と併せて、地域資源の再発見・
再認識・利活用の推進を「デザイン」という
総合科学・総合技術の領域が積極的に行い、
具体的な提案に基づいて維持・継承を図る必
要性を確認することができた。 



(4) 総括： 
 地域の生活文化は、まさに地域の生活者ら
が主体となり、人びとの生活の周囲にある環
境に存在する産物の観察とそれらの積極的
な利活用に基づいて形成されたものである。 
 しかしながら、今日、そうした人と環境と
の関係は希薄になるとともに、活動の重要な
痕跡であり根源である地域資源そのものが
ますます潜在化・消失する傾向にある。 
 本研究においては、生活者自らが、それら
の資源に再び関心を高め積極的にかかわる
機会を創出することで、地域社会が、今日求
められている内発的な地域発展へと胎動し
ていくその端緒を確認することができた。 
 すなわち、いくつかの活動の試行の結果、
総じて、地域の住民自らが、地域資源よりし
っかりと認識するとともに、それらの活用を
図ることで地域活性化が促されることが判
明した。 
 このようにして、地域資源の集積と活用方
策の検討こそが、まさに、生活者主体の地域
づくりのデザインのひとつのあり方である
といえよう。 
 特に、本研究で行った千葉県における伝統
的型染め布の型紙の 2D デジタル化、ならび
に、多様な立体物の 3D デジタル化について
は、今日、担い手不在の歴史的造形資源のデ
ジタルデータを取得し集積することのみな
らず、生活者らがそれらの歴史的造形資源を
活用する契機になる。また、地域の人びとが
積極的に利活用していくようになれば、地域
の内発的発展は、ますます展開されていく可
能性が確認される。 
 加えて、これまでなされてこなかった歴史
的造形資源に関する 3D デジタルデータの取
得・蓄積・活用に関しては、3D プリンター
に代表される「付加製造技術」ならびに各種
NC 裁断機等を地域の造形資源の小規模な生
産に対応させることが可能であることもみ
えてきた。これまでは、デジタル造形技術は、
工業的な利活用が志向される傾向が強かっ
たが、本研究を通じて、地域資源の保存・継
承に加え、地域振興に関する意識の啓発を含
めた活用に関して有効であることが確認さ
れた。 
 こうして、今後、デザインという切り口を
重視することで、生活者自身が地域資源に対
する的確な理解を深め、生活者が担い手とな
る地域活性化が再び達成されることが期待
される。 
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